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は現世の変動と似ているので新第三紀以後の地質

構造と関連しているという記述は大まかには正し

いといえる.

(6)地震断層の大部分は地形学的にも推定し得る様な断鰯線

1二近接･平行している.

㊧これは大変重要な知見であって少なくとも大きな

地震は既存の活断層から発生することを示している.

(7)地震動到達後に地震断鰯が成生したことが目撃されてい

る.しかしこの事実が目撃されたのは震央より隔って

いる断鷹に限られ麗央近くの毛のでこの事実を認めて

いるものが少ない.

㊥この知見は当時断層の活動が地震の原因であるとい

う説に対する有力な反証とされた.大塚も｢少な

くとも地表にあらわされた地震断層が地震の原因と

はなり得ない｣と述べている.地震断層とされて

いるものには震動のために動いた二次的断層や主

断層の動きに付随して動いた副断層が相当数含まれ

ている.直接地震の発生に関わる部分は地下深

部に隠されているのでこれを震源断層と呼び地

表の地震断層と区別する.しかし地表地震断層の

多くは地下の震源断層の直接ないし間接の延長で

あり地下の震源断層を直接観察できる手段がない

現在地震の原因を探るもっとも有力な手カミかりの

一つである.

震源断層のどこかで破壊が始まるとそこから地

震波が放出されまた断層沿いに破壊が伝播して行

く.この際縦波の速度は破壊の伝播速度より速い

と思われる.さらに破壊後に断層のずれる速さも

あまり速くは狂いので震源から遠ければ地表で断

層がずれ動いたことに気づくのは地震動を感じた後

であっても不思議はない.したがってこの観察事

実は断層のずれ方と地震発生のメカニズムを知る

ために重要なカギになるが断層が地震の原因であ

ることを否定するようだ証拠ではない.

(8)水平･垂直両移動が観察された場合垂直変位の方向の

反転する付近に震央の位置する場合が多い.余麗は地

麗断癩の一方側に偏している.

㊧この説は当時かなり流布していたらしい.横ずれ

断層ではその中央部付近で垂直変位の方向カミ反転

すると考えられる.現在のデｰタでは震源は余

震分布の端に位置することカミ多いのでむしろ断層

端部に震源つまり破壊開始点カミあると考えられる.

しかし被害分布の中心と断層の中心がほぼ一致する

可能性はある.余震か地震断層の一方に偏してい

る場合があることは可能性としては十分考えられる.

しかし詳しい議論には震源位置決定の精度が問題に

なろう.

(9)初動の圧し波と引き波との分布区域の境界線に沿って地

震断癩が生じ易い.

以上のように大塚は地震と地震断層の定量的な関

係を見出すには至っていないが当時利用できた例が少

ないのでやむをえない.だが基本的な事実はほとんど

知られていたことが分かる.

現在ではかなり定量的な関係も明らかにされている

がまだ地震や活断層の本質はほとんど分かっていない.

今後もさらに多くの地震断層カミ現われることは確実だか

らそれらをさらに詳細に調査しなければ怒らないことは

もちろんだが飛躍的に知識を増すためには地下の震

源断層を直接観察するような試みも必要に狂るであろう.
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･人事異動

地質調査所では12月1目付で次のとおり

人事異動が行われました.
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沢俊明技術部長鉱床部鉱物研究課長
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